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〔１〕 次の（１）～（10）の問いに答えなさい。（各３点） 

（１） ７×２－９ を計算しなさい。 

 

 

（２） ３（５a＋b）＋（７a－４b） を計算しなさい。 

 

 

（３） ６a2b×ab÷２b2   を計算しなさい。 

 

 

（４） 連立方程式 {
x−４y＝９

２x− y＝４
 を解きなさい。 

 

 

 

（５） √24÷√３－√２ を計算しなさい。 

 

 

（６） ２次方程式ｘ2＋３ｘ－１＝０ を解きなさい。 

 

 

 

（７）関数ｙ＝
3

𝑥
について、ｘの変域が１≦ｘ≦６のとき、ｙの変域を答えなさい。 

 

 



（８） 右の図のような、ＡＤ＝２ｃｍ、ＢＣ＝５ｃｍ、

ＡＤ//ＢＣである台形ＡＢＣＤがあり、対角線ＡＣ，ＢＤ

の交点をＥとする。点Ｅから、辺ＤＣ上に辺ＢＣと線分Ｅ

Ｆが平行となる点Ｆをとるとき、線分ＥＦの長さを答えな

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

（９） 右の図のように、円Ｏの円周上に４つの点Ａ，

Ｂ，Ｃ，Ｄがあり、線分ＡＣの円Ｏの直径である。∠ＢＯ

Ｃ＝72°、弧ＣＤの長さが弧ＢＣの長さの
4

3
倍であるとき、

∠ｘの大きさを答えなさい。ただし、弧ＢＣ，弧ＣＤは、

いずれも小さいほうの弧とする。 

 

 

 

 

（10） 袋の中に、赤色、青色、黄色、白色のいずれか１色で塗られた、同じ大きさの玉が480個入ってい

る。標本調査を行い、この袋の中にある青色の玉の個数を推定することにした。下の表は、この袋の中から40

個の玉を無作為に取り出して、玉の色を１個ずつ調べ、表にまとめた 

ものである。この袋の中には、およそ何個の青色の玉が入っていると推定されるか、答えなさい。 

 

 

 

 

 

 



〔２〕 次の（１）～（４）の問いに答えなさい。 

（１） ｘ枚の空の封筒とｙ本の鉛筆がある。封筒の中に鉛筆を、４本ずつ入れると８本足りず、３本ずつ入

れると12本余る。このとき、ｘ，ｙの値を求めなさい。（４点） 

 

 

（２） １から６までの目のついた大、小２つのさいころを同時に投げたとき、大きいさいころの出た目の数

をａ、小さいさいころの出た目の数をｂとする。このとき、出た目の積ａ×ｂの値が25以下となる確率を求め

なさい。（４点） 

 

 

（３） 右の図のように、関数ｙ＝ｘ2のグラフの上に、ｘ座標が－

３となる点Ａをとる。点Ａを通り、傾きが－１となる直線とｙ軸と

の交点をＢとする。このとき、次の①，②の問いに答えなさい。 

①２点Ａ，Ｂを通る直線の式を答えなさい。（２点） 

 

 

②△ＯＡＢの面積を求めなさい。（２点） 

 

 

（４）右の図のように、直線ℓと２つの点Ａ，Ｂがある。直線ℓ

上にあって、２つの点Ａ，Ｂを通る円の中心Ｐを、定規とコン

パスを用いて作図しなさい。ただし、作図に使った線は消さな

いで残しておくこと。（４点） 

 

〔３〕 右の図のように、平行四辺形ＡＢＣＤがあり、対角線ＡＣ

と対角線ＢＤとの交点をＥとする。辺ＡＤ上に点Ａ，Ｄと異なる点

Ｆをとり、線分ＦＥの延長と辺ＢＣとの交点をＧとする。このと

き、△ＡＥＦ≡△ＣＥＧであることを証明しなさい。（６点） 

 

 

 

 



〔４〕 右の図のように、円周の長さが24ｃｍである円Ｏの円周上

に、点Ａがある。点Ｐ，Ｑは、点Ａを同時に出発し、点Ｐは毎秒１ｃ

ｍの速さで反時計回りに、点Ｑは毎秒３ｃｍの速さで時計回りに、そ

れぞれ円周上を動き、いずれも出発してから10秒後に止まるものとす

る。点Ｐ，Ｑが、点Ａを出発してから、ｘ秒後の弧ＰＱの長さをｙｃ

ｍとする。このとき、次の（１）～（３）の問いに答えなさい。ただ

し、弧ＰＱは、180°以下の中心角∠ＰＯＱに対する弧とする。ま

た、中心角∠ＰＯＱ＝180°のとき、弧ＰＱ＝12ｃｍとする。 

（１） 点Ｐ，Ｑを結んだ線分ＰＱが円Ｏの直径となるとき、 

ｘの値をすべて答えなさい。（３点） 

 

 

（２） 次の①，②の問いに答えなさい。 

① 点Ｐ，Ｑが、点Ａを同時に出発してから初めて重なるときのｘの値を答えなさい。（３点） 

 

 

② 点Ｐ，Ｑを結んだ線分ＰＱが初めて円Ｏの直径となるときから、 

点Ｐ，Ｑが重なるときまでのｙをｘの式で表しなさい。（３点） 

 

 

 

（３） ０≦ｘ≦10のとき、ｙの値が10以下となるのは何秒間か、グラフを用いて求めなさい。（６点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〔５〕 下の図１のように、縦の長さがｘｃｍ、横の長さがｙｃｍである、白色で縁取られた灰色の長方形の

紙がある。この紙を、図２のように、１辺の長さが１ｃｍの正方形の紙に切ると、ｘ×ｙ枚の正方形に分けら

れ、２辺が白色の正方形、１辺が白色の正方形、どの辺も灰色の正方形の３種類があり、これらのうち、１辺

が白色の正方形の枚数をａ枚、どの辺も灰色の正方形の枚数をｂ枚とする。このとき、次の（１）～（３）の

問いに答えなさい。ただし、ｘ，ｙは整数である。また、ｘは３以上で、ｙはｘより大きいものとする。 

 

 

 

  

 

 

（１） 次の①，②の問いに答えなさい。 

① ｘ＝４、ｙ＝５のとき、ａの値を答えなさい。（３点） 

 

 

② ｘ＝12、ｙ＝18のとき、ａの値を答えなさい。（３点） 

 

 

（２） ｂを、ｘ，ｙを用いて表しなさい。（５点） 

 

 

 

 

（３） ｙがｘより５大きく、ｂがａより20大きいとき、ｘ，ｙの値を求めなさい。（５点） 

 

 

 

 

 



〔６〕 下の図のように、１辺の長さが６ｃｍの正方形を底面とし、ＡＢ＝ＡＣ＝ＡＤ＝ＡＥ＝６ｃｍの正四

角すいＡＢＣＤＥがある。辺ＡＣ上に∠ＢＰＣ＝90°となる点Ｐをとり、辺ＡＢ上に∠ＢＱＰ＝90°となる点

Ｑをとる。また、点Ｑから△ＡＰＥに引いた垂線と、△ＡＰＥとの交点をＨとする。このとき、次の（１）～

（３）の問いに答えなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（１） 次の①，②の問いに答えなさい。 

① 線分ＢＰの長さを答えなさい。（３点） 

 

② △ＡＢＣの面積を答えなさい。（３点） 

 

（２） 線分ＡＱの長さを求めなさい。（３点） 

 

 

（３） 次の①，②の問いに答えなさい。 

① 線分ＱＨの長さを求めなさい。（４点） 

 

 

② 四面体ＡＰＥＱの体積を求めなさい。（４点） 

 

 


